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平成２１年１２月２２日/首都高速道路株式会社 

 

首都高速道路株式会社第５期（平成２２年３月期）中間決算のポイント 

（会計期間：平成２１年４月１日～平成２１年９月３０日） 

 

１．連結経営成績の概要 

 

                                （単位：億円 億円未満切捨て） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※端数処理の関係で、計が合わないことがあります。 

 営業収益は、高速道路事業において、交通量は１１１．９万台／日（前年同期比  
０．１％減、０．１万台／日減）と前年同期と同程度でしたが、景気低迷により大型車

の交通量が減少したことに加え、経済対策等に伴う料金引き下げによる割引の拡

充等に伴い割引のご利用が増加した結果、１，２６６億円（同２．４％減）となりまし

た。 

 営業費用は、高速道路事業において、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済
機構との｢都道首都高速１号線等に関する協定｣に基づく道路資産賃借料について、

経済対策等に伴う料金引き下げにより同賃借料が減額されましたが、管理費用等

を含めた全体では、６億円増の１，２９８億円（前年同期比０．４％増）となりました。 

 以上の結果、営業損失３２億円、経常損失３１億円、中間純損失２０億円となりまし
た。 

 

 平成 22 年 3 月期

中間期連結実績（A）

平成 21 年 3 月期

中間期連結実績（B）

増減 

（A）―（B） 

 

営業収益 １，２６６ １，２９８ △３２ 

料金収入等 １，２０７ １，２３７ △２９ 

道路資産完成高 ３８ ４３ △５ 

 

 

その他（関連事業） ２１ １８ ２ 

 

営業費用 １，２９８ １，２９１ ６  

 内：道路資産賃借料 ９６９ ９８７ △１７  

営業損（△）益 △３２ ７ △３９  

 経常損（△）益 △３１ １０ △４２  

 中間純損（△）益 △２０ ５ △２５  
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２．平成２２年３月期の連結業績見通し 

                                         （単位：億円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※端数処理の関係で、計が合わないことがあります。 
     
 

営業収益は５，３８２億円、営業利益は１３億円、経常利益は１３億円、当期純利益は９億円

となる見込みです。 

・ 料金収入等については、前年度と比較して、景気低迷の影響や経済対策等に伴う料金

引き下げによる割引の拡充等に伴い割引のご利用が増加することにより、減収となる見

込みです。 

・ 道路資産完成高については、来年３月に中央環状新宿線（３号渋谷線～４号新宿線間）

の開通を予定していることなどに伴う機構への引渡しを計上しています。 

・ その他（関連事業）については、受託事業の工事完成高の減により、減収となる見込み

です。 

・ 営業費用は、機構との協定に基づく道路資産賃借料について、経済対策等に伴う料金

引き下げにより同賃借料が減額されたこと及び変動貸付料制度により減額されることか

ら、前年度より減少する見込みですが、機構へ引き渡す道路資産完成原価が増加する

ことなどにより、前年度を上回る見込みです。 
 

 通期連結見通し

（Ａ） 

平成 21 年 3 月期

実績（B） 

増減 

（A）―（B） 

 

営業収益 ５，３８２ ３，０６９ ２，３１２

料金収入等 ２，４００ ２，４６９ △６９

道路資産完成高 ２，９０１ ４３５ ２，４６５

 

 

その他（関連事業） ８０ １６７ △８７

 

営業費用 ５，３６８ ３，０２９ ２，３３８  

 内：道路資産賃借料 １，７７８ １，８３４ △５６  

営業利益 １３ ４０ △２７  

 経常利益 １３ ４６ △３３  

 当期純利益 ９ ３２ △２３  
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（参考）平成２２年３月期の個別業績について 

 

（単位：億円） 

   中間期個別実績 通期個別見通し 事業計画 前年度実績 

<高速道路事業>  

 営業収益 １，２４５ ５，３０１ ５，６１０ ２，９０４

料金収入等 １，２０６ ２，４００ ２，５８４ 

 

２，４６８ 

道路資産完成高 ３８ ２，９０１ ３，０２６ ４３５

 営業費用 １，２８９ ５，３０１ ５，６０１ ２，８８４

道路資産賃借料 ９６９ １，７７８ １，９３９ １，８３４

道路資産完成原価 ３８ ２，９０１ ３，０２６ ４３５

 

管理費 ２８２ ６２１ ６３６ 

 

６１４

 営業損（△）益 △４４ ０ ９  ２０

<関連事業>   

 営業利益 １ ２ ２  ５

<全事業>   

 営業損（△）益 △４２ ３ １１ ２５

 経常損（△）益 △４３ ２ １ ２４

 当期純損（△）益 △２７ １ １ 

 

１９

 

※端数処理の関係で、計が合わないことがあります。 

 

 

 

注）前述の通期連結見通し及び通期個別見通しに記載している数値は、現時点での情報により判断し

た見通しであり、多分に不確定な要素を含みます。実際の業績等は様々な要素により前述見通し数

値と異なる場合があります。 

 


